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研究概要
オートファジーは主要な細胞内分解システムの一つであり、その代表的な基質として「p62 液

滴」が知られている。p62 液滴はユビキチン化タンパク質やp62 等から構成される非膜型オルガ
ネラであり、近年、オートファジーによるp62 液滴の分解は、肝細胞がん等の腫瘍の形成抑制に
必須であることが明らかになった。しかし、p62 液滴に含まれる基質タンパク質のうち、どのタ
ンパク質の分解が腫瘍形成の抑制に寄与しているのかは不明なままである。そこで本研究では、
セルソーターを用いた革新的なp62 液滴精製法を開発することで腫瘍形成と関連する新規基質タ
ンパク質を同定するとともに、同定した新規基質タンパク質の分解不全が腫瘍形成促進効果を有
するかどうかを検証することを目的とする。本研究の成果はオートファジー関連疾患の病態発症
機序の理解や新規治療標的の同定に貢献する。


